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はじめに

ここで紹介する文書清書システムは、ワークステーションではもっぱらワープロ代わりに使われている

ものです。普通のワープロとは全く異なった視点から作られています。

普通のワープロでは、画面上にあるようにプリントされます。見たままが得られるのでわかりやすいも

のです。逆にここで紹介するソフトは文書の構造的情報を指示して、清書はシステム任せにしますので、わ

かりにくいです。慣れれば使いやすい物ですが、これは学生をいじめるためにやるのだと言われると否定

できない所もあります。

ワークステーションの基本ソフトである はパソコンよりも長い歴史を持っています。画面に表示

して、と言う今では何の不思議もない事が、かつては不可能もしくは非常に高価な機器を必要としていま

した。プリントするときに綺麗に出れば良い、かつ普通の文字が入力できれば使えると言う文書清書シス

テムがこのような状況で生まれました。

現在は時代が変わったのでもう不用？と言えば、

ワープロがまともに使えない人が多い。表題を用紙の中央に持ってくるのに、せっせとスペースを入

れて目で確認している人が居る。

章や節に分かれた長い文章 卒論など を作成しようとすると、ワープロは章の番号の付替等をして

くれないので、編集が面倒になる。

文章の形式を登録する機能があるので、うまく利用すれば文書の作成に専念できる。

逆に特にワープロ専用機などは、短い文章やポスターのようなものを作成するのには向いていると思い

ます。パソコンの場合、ワープロソフトを購入すればワープロとして使えるし、ここで紹介する清書ソフ

トも利用できます。やはり個人用にはパソコンが一番でしょうか？

ワークステーション上で文書を清書する際に最もよく使われている についてここでは説明します。

実際は 自身を扱うのは難しいので、これを簡単に使えるようにした を使用します。

なおこのテキストは鈴木裕信氏 が書かれた「ひろのぶの 入門 」

を利用して作りました。このオリジナルはネットワークで公開されており、後に書籍として出版もされて

います。これを大幅に縮小割愛したのがこの章です。よって文章表現にやや不統一がありますし、例題等

はそのまま頂いていることをあらかじめお断りしておきます。

とは

は本、レポート、記事、手紙などを書いて印刷するための仕組みです。 の読み方はラテック

です。 レスリー・ランポート が作りました。このテキストも で書かれています。

文章が中身はともかくとして、美しくならんでいますね。章や節に正しく数字を振ったり、 行の文字を揃

えたりするのは が行なっているのです。 は簡単に高品質の印刷物を作るのに便利です。

目的は同じでもワープロとはちょっと違います。ワープロは「入力すること＝清書すること」ですが、

はその規則に則って書かれた原稿をプログラムにかけて初めて清書される 美しく配置される ので

す。 の規則は、文の論理的な構造をもとにして、全体の文字をまとめあげようとします。要するに

文章を書く時の論理的なブロックとして構成して行くのと同様な単位で処理していきます。

「 や はワープロみたいな じゃないから難しい。」と言う指摘はあります。

見えた通りのものを得ることが出来る というのは裏を返せば、

結局は見えた通りのものしか得られない ということです。ですから、センスの無い

人がワープロを使うとセンスの感じられない体裁のものができます。何十ページにもおよぶ文書を作成す



る際に、最初から終わりまで文章のスタイルを一貫させることができない人がワープロを使って作成する

と、内容とその表現の不一致が読者を悩ませるようなものができるでしょう。

ランポートは を設計するにあたり次のようなことを考えました。

印刷の活字を組んで、どのようにレイアウトするかは著者のアイデアを読者に理解させるような形で

なければならない。

ドキュメントは読むのに楽でなくてはならない、視覚的な構造は論理的な構造を反映させていなけれ

ばならない。

そして、書く時の心構えについてこう述べています。

あなたが、文書を書く時は、視覚的にどう表現されるかではなく、論理的構造に対して配慮し

なさい。

文章とは視覚的概念ではなく論理的な概念であるべしというわけです。さらに、文章を論理的構造に従っ

て書いていくと、形式を変更する際や、できた文章をデータベースに入れる際に便利などの利点もあります。

はドナルド・クヌース の作った テックと読む を土台として作られている

プログラムです。おいしいイチゴケーキを とすると、土台となる軟らかいスポンジケーキが と

いうような関係にあります。 自体は表現力は豊かなのですが、初心者には使い難いという欠点があり

ます。しかし、 はプログラミング言語としてより多くの機能を持ったシステムであり、熟練者がそれ

を基礎にし新しい処理系を作れるように設計されています。

に関しては様々な図書が出版されていますが、一番頼りになるのは、 を作った本人による

です。幸いにしてこ

の訳本がアスキーより「文書処理システム 」として出版されています。

の動かし方

は現在では大型計算機からパソコンまで様々な機種で利用することができます。元来アメリカで

作られたソフトウェアでしたので、当初日本語の文章には対応できませんでした。現在多くの人の努力に

より、日本語化された には次の２種類があります。

の日本語

の

英語の部分に関してはオリジナルの も の日本語 も の も同じ動作をしま

すが、日本語の部分は完全に互換ではありません。このテキストは の日本語 を基に書いてい

ます。

処理の大まかな流れは、次のようになります。最初に の形式で書いた原稿ファイルを作ります。

のコマンドに原稿ファイルを与えると、結果ファイルが作成されます。結果ファイルをプリンタへ

の出力を行なうためにコマンドに与えて実際のプリントアウトを行ないます。

原稿ファイル 結果ファイル プリンタ コマンド

画面表示 コマンド



コンパイル

原稿ファイルを結果ファイルに変換することをコンパイルと呼んでいます。プロンプトが出ている状態

で ファイル名△と入力します。原稿ファイル名には拡張子 がないと に怒られますが、コ

ンパイルする時のファイル名は、例えばファイルが という名前だとすると、 というように省

略しても構いませんし、 と与えても構いません。

コンパイルをすると、原稿ファイル中の、相互参照、目次、索引などの情報をまとめておくファイルが

自動的に現在実行中のディレクトリに作られます。原稿ファイルの中にこれらの機能を用いた場合、

は参照できなかったラベルに出会った時と、すべての処理を終えた時に警告文を出します。よって目次な

どの機能を用いた場合にはコンパイルを２度実行する必要があります。

間違えてファイル名を指定する時がよくあります。そのような時 は正しいファイル名を入力する

ようにしつこく聞いてきます。この状態の時、正しいファイル名を指定することなく抜けたい場合はファ

イル名のかわりに と入力します。すると、 がプロンプトを返してくるのですかさず、 か

を入力して下さい。 から抜けることができます。

処理途中でエラーが発生した場合は を入力すると終了します。または を入力するとエディタを起動し

てエラーの発生した行へカーソルを移動してくれます。エラーが発生した場合、 はエラーメッセー

ジと共にどうするかを聞いてきます 入力待ちになる 。なかなか判りにくいメッセージですが、良く見て

から 又は を入力して誤りを訂正してください。

結果ファイルの名前は原稿ファイルの名前の拡張子 の部分が と替わったものです。原稿ファイ

ルが ならば結果ファイルは です。これは、プリンタに出力するためのコマンドを使って

印刷するためのものであって、普通 ファイルと呼ばれています。 は

で、「出力すべき装置とは独立した形で情報を持っている」というような意味です。

画面への出力

ワープロと異なり では原稿と出力の形態が全く異なります。ですから本当にきれいな出力が得ら

れるかどうかは、出力して見なければ判りません。でも、毎回プリンターで印刷したのでは資源の無駄に

なってしまいます。

画像を出力できる端末ですと印刷するのと同じ様な感じで表示してくれるコマンドがありますが、現在

利用できる端末は文字しか表示できない端末ですので、雰囲気程度しか判りません。それでも最初のうち

はできるだけ画面で出力を確認してから印刷するようにして下さい。

プロンプトが出ている状態で、 ファイル名△と入力すると画面に出力に近いものが表示されま

す。 スペース で続きを、 で前の方を見る事ができ、 でこのコマンドを終了する事ができます。

プリンタへの出力

学園センターのプリンタに出力する時は、 というコマンドを使います。 室のプリンターで出

力する場合には というコマンドを使いますが、使い方は全く同じです。プリンターに出力するコマ

ンド名は計算機の機種やプリンターの機種により様々な物があるので、他の環境ではおそらく異なるコマ

ンド名でしょう。でもだいたい同じような機能を持っています。

は ファイル 先程まで結果ファイルといっていたもの をレーザープリンタに出力します。プ

ロンプトが出ている状態で、 オプション ファイル名△と入力します。

オプション の部分には次のようなものを書くことができます。何も指定をしなければ、全てのページが

コマンドは内部的には コマンドを呼び出しているので、これ以外に使える豊富なオプションに関しては
の を参照してください。同じ物がそのまま使えます。



印字されます。

ページから印字する。 ページまで印字する。

用紙に対して横方向に印字する。 手差しした用紙に印字する。

ですから全てのページを印字する場合には、 ファイル名△と入力し、 ページから ページを出

力する場合には、 ファイル名△と入力することになります。

実行時に作られるファイル

は入力や出力、自分自身が使う情報を蓄えておくファイルなどたくさんのファイルを使用します。

実際に私達が扱うファイルは か ぐらいですが、１度 を実行すると色々な拡張子を

持ったファイルが実行時のディレクトリに作られます。

例えば、拡張子 のついたファイルには相互参照表、索引、図目次、表目次などを作る時に必要な情

報を書き出します。また、拡張子 のついたファイルは が実行中に画面に出力していた内容などを

収めています。

これ以外には次のようなファイルが実行時の条件により作成されます。 のコマンド

があった時には、目次を作るために拡張子 のついたファイルが作られます。 のコマン

ドがあった時には、図目次を作るために拡張子 のついたファイルが作られます。 のコマ

ンドがあった時には、表目次を作るために拡張子 のついたファイルが作られます。 と

いうコマンドが使われた時には、 というコマンドによって作られた情報が拡張子 のついた

ファイルに入り、用語索引ができます。 というコマンドが使われた時には、 というコ

マンドによって作られた情報が拡張子 のついたファイルに入り、索引ができます。

演習問題

次のような文章を入力し、コンパイルし、プリンターに出力してみよ。なお、「ひろのぶ」の部分は自分

の学籍番号と名前に直すこと。

　　　
　　　 桃太郎
　　　 ひろのぶ
　　　
　　　

　　　昔むかし、おじいさんと、おばあさんが住んでいました。

　　　おじいさんは、クレーターへリチューム結晶を掘りにいきました。
　　　おばあさんは、氷河に洗濯をするための水源となる氷をとりにいきました。

　　　すると、空から氷河に救助用小型カプセルがおりてきました。
　　　表面は焼けただれ、一部は解けてさえいました。

　　　おばあさんはそれを家に持ち帰り、おじいさんと二人で分解しました。
　　　すると、カプセルのなかから生まれてすぐの男の子が現れました。
　　　

基本的な書き方

ここでは の書き方について説明を行ないます。良く使う命令の書き方と、実際の出力結果のサン

プルを載せます。細かい説明については省いています。



使用する文字

入力に使用できる文字は全角文字、半角の英数字、そして、次の の特殊文字 です。

そして、次の 個の特殊文字は、 の命令に使用されます。ですからそのまま使用するとどんでも

ない意味に解釈される事があります。

以外は 、 とすることによって文字として表現できます。ただし、バックスラッシュ は次のよう

にキャラクタシンボルを表現する方法で行なうことが必要です。

はテキスト中に空白があっても自動的につめてしまいます。意図的に空白を挿入する時は、 す

る必要があります。改行の場合は を使います。マイナス記号 は特別な働きをします。連続して書

くことによってハイフンなどの線 を引くことができます。例えば このような時に便利です。注意

しなければならないのは、マイナス記号が１つのときは、マイナス記号が２つ、３つ連続している時とは

ちょっと違うことです。次の例を良く見て下さい。

特殊文字の表記

フランス語やドイツ語等の文字には、アクセント記号が付いたものがあります。以下はそれら文字の表

し方です。例えば、 は と記述します。

コマンドと環境

にはコマンド と環境 の考え方があります。コマンドは局所的、環境は

広域的に影響を及ぼします。

コマンドは や で始まります。コマンドは や で囲まれた引数を取ることができます。たとえば、

脚注を書くコマンドは であり 脚注です。 と書けば、実際には現在のページの下 に

書かれます。

や もそのような意味ではコマンドです。注意しなければならないのは、コマンドを識別子と

してあつかう必要があるので、 などは というようにしなければなりません。

環境とは と で囲まれた範囲が、 と言う規則にすべて従うという感じ

です。

脚注です。



原稿の書き方

原稿は必ず で始めなければなりません。そして文章の本体は

と、 で囲まれた範囲内に書かなければいけません。

原稿のスタイル の標準的なものには次のようなものがあります

これは、本の形式 スタイル です。奇数ページの上部 ヘッダ では節 セクション の

番号とセクション名が左側、ページ番号が右側に出ます。偶数ページヘッダでは右側に章

チャプタ 名、ページ番号が左側に出ます。章の最初のページが奇数になるようにページ

が送られます。章立ては必ず から始めなければなりません。もし、 レベ

ルから始めた場合、エラーとなります。

これは英文の本のスタイルです。

これは報告書の形式です。ページ番号は用紙の下部の中心にくるような形になります。

章立ては必ず から始めなければなりません。もし、 レベルから始めた

場合、エラーとなります。

これは英文のレポートのスタイルです。

これは最もよく使われる論文の形式です。このテキストもこのスタイルを使っていま

す。 のレベルから書くことができます。

これは英文の論文のスタイルです。

オプション はスタイルの補助的な役割をします。基本となるフォントサイズの変更や見開きに

変更する事ができます。

基本フォントサイズを ポイントにします。標準のフォントサイズは ポイントです。

基本フォントサイズを ポイントにします。

見開きを行なうためのスタイルです。 、 スタイルは標準でこうなっています。

段組のページにします。

、 にのみ有効です。このオプションを指定すると、 や

環境を使った結果が独立した紙に出されます。 要するに表紙ができる。

は指定したスタイルのスタイルファイルと呼ばれているもの を最初に読み込みます。

タイトルページ

タイトルページは があらわれた時点でタイトルページが作成されます。

スタイルの名前で先頭に がついているものは日本語 専用のものです。オリジナルの英語の で使用すると、エラー
となりますので注意して下さい。



文章構成

文章の構成で、章や節を表すものとして、次のようなものが用意されています。

各々は つの引数を取ります。通常の スタイルでは、節 の中が項 に分かれ、

さらにその中が部分項？ に分かれます。 や は章 の中が節に分かれ、

以下 と同様に細かく分かれて行きます。この際引数として与えるのはそれぞれの見出しで、番号は

が自動的に付けてくれます。文章を考えながら作成する際には、章や節の順番が入れ替わる事はよ

く生じます。ワープロであればその度に章や節の番号を自分でつけ直す必要がありますが、その作業を行

う必要がないために文章を考える事に専念できます。

よってこの項の原稿には、 文章構成 と書いてあるだけで、それにどんな番号が付くかは

できてからのお楽しみであります。

空白

半角の空白は複数あっても、 つの空白と見なされます。逆に全角の空白は目に見えませんが、行の前後

に残っていると歯抜けの段落ができたりするので注意が必要です。

意図的に空白を挿入したい場合は とします。これは のような書き方をしたとき

というような結果になってしまいます。このような結果を避けたい時は とすれば

となります。

行、段落

原稿の文字列は自動的に詰められ改行されたりします。空行は段落の切れ目を意味しますが、複数の空

行は 行分の空行と解釈されます。段落の先頭は 字下げがなされるので、原稿では字下げは不要です。

左につめて書きます。ただし、前の行は空白行です。

連続した行です。
連続した行です。
連続した行です。
連続した行です。
連続した行です。
連続した行です。
連続した行です。
連続した行です。

　左につめて書きます。ただし、前の行は空白行です。
　連続した行です。連続した行です。連続した行で
す。連続した行です。連続した行です。連続した行
です。連続した行です。連続した行です。

改行

改行を行ないたい場合は か、 を使用します。その働きは正確に言えば段落の切れ目を示す事

ですので、後で出てくる表での使用以外の本文では、これの代わりに空行を用いた方が良いでしょう。

逆に文字列や単語を途中で自動的に切り離されたくないとき、 を使います。例えば、

の と を離したくない場合は とします。実際はコンパイ

ルして、印刷して見て変な場所だけにこのテクニックは使ったほうが良いでしょう。



文字の大きさ

文字の大きさは のようなコマンドを使って変更します。直接ポイント数を与えて文字の大きさを

変えるような野蛮なことはしません。 や のコマンドによって文字のポイント数が変わりますが、

原稿の基準フォントのポイントサイズに合わせて相対的に であり、 であります。このように総

体的に指定する事により、後になって基本となるサイズを変更した場合にも、本文の指定を変更する必要

がなくなります。

文字の大きさの有効範囲は同一ブロック内です。ブロックとは、環境の中や と で囲んだ範囲の事で

す。例えば、 と行なうと が大きくなり は元のサイズのままです。実際に行なってみる

と となります。もちろん、入れ子にでき、 は というよ

うになります。

ワープロの初心者が作成した文書などで、頻繁に文字の大きさを変える例があります。必要以上の文字

のサイズ変更は見やすさよりも見にくさを助長するだけなので避けるようにしましょう。

文字 文字 文字
文字 文字 文字

文字 文字 文字

文字

文字のスタイル

英数字の文字のスタイルは全部で つありますが、全角に関しては太字のみです。そのため、スタイル

の指定を行なっているブロック内に全角文字があっても太字以外にはなりません。

影響を与える範囲などは文字のサイズの時と同じです。 を用いて影響の及ぶ範囲の例を示します。

ここで の指定をスタイルと同等に扱っていますが、 の作者であるランポートの本によ

れば、下線とイタリック文字というのは、視覚的な概念であるのに対し、強調 は論理的な概

念であると述べられています。

使える文字スタイルは次のようになります。

全角は太字です。
全角は同じです。

全角は同じです。
全角は同じです。

全角は同じです。

全角は太字です。
架

線付き文字です。

全角は太字です。
全角は同じです。 全角は同

じです。 全角は同じで
す。 全角は同じです。

全角は太字です。
架線付き文字です。

最後の下線の例はついでのオマケです。これはコマンドなのでちょっと形式が異なる所にご注意下さい。

行の離し方

段落の前後を離したいときや表とその説明の部分を空けたいときは、次のようなコマンド、 、

、 を使用します。実際の間隔はページのレイアウトに左右されますので、同じコマンド



でもいつも同じ間隔が空くとは限りません。

行間や段落間の間隔を調整する直接指定する方法として などのコマンドがあります。既に書式

が決まっているものに無理矢理合わせるような場合以外は使わないほうが無難です。

前の行は空白行です。

前の行は空白行です。

前の行は空白行です。

前の行は空白行です。

前の行は空白行です。

前の行は空白行です。

前の行は空白行です。

前の行は空白行です。

の使い方です。意味は垂直方向への空白です。 とあるのは長さの単位がインチであることを示し

ています。長さの単位にはこのほかに、 、 等も使えます。

次は の使い方です。意味は横方向の空白です。前後の文字との距離が微妙に変化します。

中ぞろえ

は文章を中央に持ってくる時に使われる環境です。

ここに配置しているものは、中央に寄せられます。

中央

ここに配置しているものは、中央に寄せられます。
中央

右ぞろえ

は文章を右にそろえる時に使われる環境です。



ここに配置しているものは、右に寄せられます。

右寄り

ここに配置しているものは、右に寄せられます。
右寄り

引用

や は文章をまとめて引き下げることを行ないます。この環境で囲んだ部分は、前の行よ

りも字下げし、かつ行の長さも短くなります。前者と後者との差は段落の最初を字下げするかしないかです。

この例題は がどのようにインデントするかを
示すものです。

ここから、一段インデントしています。
この環境にいる間はずーっとインデントされていま
す。

ここからまた、インデントされています。
通常環境は入れ子にしても大丈夫です。ただし、後
に述べる だけ
は入れ子にできません。

この例題は がどのようにインデントするかを
示すものです。

ここから、一段インデントしていま
す。この環境にいる間はずーっとイン
デントされています。

ここからまた、インデントさ
れています。通常環境は入
れ子にしても大丈夫です。た
だし、後に述べる
だけは入れ子にできません。

箇条書

箇条書の書式として では３種類の方法があります。先頭に をつけるもの、先頭に番号を振るも

のと、、先頭にラベルを指定できるものです。それぞれ、 、 、 です。

各々の行はあたまにポチを付けられてならん
でいるでしょ。

書き出しは直接後ろからでなくても大丈夫です。

ここの行の頭には数字がついているはずです。

ほらね、２行目でしょ。

もちろん離れていてもきちんと対処してくれます。

空白行は何の影響も与えません。

ラベル ここの行の頭にはラベルがつい
ているはずです。

ラベルは 体になっています。

各々の行はあたまにポチを付けられてならん
でいるでしょ。

書き出しは直接後ろからでなくても大丈夫で
す。

ここの行の頭には数字がついているはず
です。

ほらね、２行目でしょ。

もちろん離れていてもきちんと対処してくれ
ます。

空白行は何の影響も与えません。

ラベル ここの行の頭にはラベルがついている
はずです。

ラベルは 体になっています。



そのままの形

はテキストを入力したそのままの形で表すための環境です。例えば、 はそのまま打っても

では正しく表示してくれません。Ｃのプログラムのリストをそのまま引用するような場合、この環

境を使用します。

次のキャラクターは通常、特殊
文字として扱われるので表示できない。バックスラ
ッシュを使うか を使うかどちらかである。

次のキャラクターは通常、特殊文字として扱われる
ので表示できない。
バックスラッシュを使うか を使うかどちら
かである。

行中にこれらの特殊文字を組み込みたいときは、 を使用します。 とすると、 と

出力されます。

要約

タイトルページに要約に付ける時はこの環境を使います。 コマンドより前にこれを使う必要

があります。

表

では、表のようなものを作るのに、 、 、 という環境が利用できます。それぞ

れ想定された用途があり、特徴がありますがここでは のみ説明をします。

の引数の中での命令の意味は、 は左詰め、 は右詰め、 は中央に各項目をそろえます。

は列の幅を に指定 たとえば することにより、固定することができます。

をつけると垂直方向の線が書けます。 の後の は水平方向の線を引きます。 は 列

から 列までの水平方向の線を引きます。



一つ一つの項目欄は によって調整することができます。 は使用する列数、

は項目の水平方向の位置、 は項目の文字列です。引数である は現在すでに設定されているもの

を無効とし新たに設定します。この時有効となる引数 は からなるものでなくてはいけません。

マクラーレン セナ プロスト
ロータス ピケ 中島

マクラーレン セナ プロスト
ロータス ピケ 中島

数式

数学モード は数式を表現するために使用するモードです。 は元もと数学の本を美しく

作るために生まれたために、数式の表現は得意です。しかし、一般的には数式を必要とすることは少ない

のでここでは簡単な例を示すだけにします。

文中とは独立して数式を示したいときには、 を使います。文中に数式を入

れる場合には を使います。例えば、 と記述すると、

のように出力されます。

数式中での英字は というように斜体になります。一方関数名などは例えば、 は通常の字体でなけれ

ばなりません。そこで を使用します。例えば、 とすれば

となります。

その他に数学の記号として次のようなものも利用できます。

様々な記号

文中では以下の様な記号を利用する事ができます。なお、これらも数学の記号の扱いなので、通常の文

中では のように マークで囲む必要があります。



ちょっと特殊な記号？として 、 、 や があります。これらはそれぞれ、 、

、 や平成 年 月 日になります。

演習問題

「 桃太郎」を章分けして続きを追加せよ。前の課題の部分を「はじまり」として、「桃太郎の成

長」、「桃太郎の旅立ち」と言う章を追加せよ。追加した章の内容は適当に作成せよ。全体として

ページ程度にすること。


